
3 集 水 井 工 の 機 能 回 復 工 事 例 

※「地すべり防止施設の機能保全の手引き～抑制工編～(平成 25 年 6 月)」の巻末資料より採録したもの

である。 

巻末-13



巻末-14



1. ライナープレート集水井老朽化に伴う内巻き補修工事例

経年劣化で腐食が顕著なライナープレート集水井（φ3,000)の補修対策として、φ2,500 のライナープレ

ートを内巻き施工している。 

内巻き用ライナープレートを積み上げるため、底盤コンクリートの巻き立てを行い、その上にライナープレー

トを乗せ、旧躯体との間を砕石で充頃しながら立ち上げていく。 

φ2,500までであれば集水井内においてボーリングの掘削も可能な大きさであり、追加対策を含めた維持管

理が可能である。 

なお、この事例の自治体では、既設集水井は補強リング・バーチカルスティフナーを用いず、ライナープレー

トの部材厚を変える形で設計・施工されているため、内巻き施工において比較的クリアランスを取りやすい状況

であるといえる。 
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汚泥処理 型枠設置 

底盤コンクリート設置完了 下部ライナープレート固定 

裏込め砕石締固め パイプ類接続状況 
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張コンクリート工型枠設置 張コンクリート設置完了 

点検梯子設置状況 天蓋設置状況 

安全柵取付状況 施工完了 
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2. 酸性水（温泉水）による腐食対策としての内巻き補修工事例

酸性水（温泉水)で腐食が顕著なライナー

プレート集水井（φ3,500)の補修対策とし

て、φ3,000 の重防食加工ライナープレー

トを内巻き施工している。 

重防食加工のライナープレートは、飽和

ポリエステル粉体塗装加工品であり、酸性

水などによる腐食に対しては強いが、塗装

自体非常に傷付きやすいため、施工にあた

っては砕石詰めする際にヤシ系マットをあ

てがい、内巻きプレート自体に傷がつかな

いよう注意しながら施工した。 

工法比較対象としてコンクリートセグ

メントも上げられたが、維持補修可能なφ

2,500 を確保して内巻き施工ができない

と判断し、採用案から除外されている。 

集水・排水ボーリング管には塩ビ管を用

い、耐腐食性を高めている。 

この成果については農業農村工学会九

州支部講演会（2012)において発表されて

おり、その文献を次ページ以降に示す。 
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3. 同位置同径再掘削工事事例

都建設 HP:http://www.miyakokensetsu.jp/bIog/?p=61 より転載 

用地上の制約から、同一位置で集水井の再掘削工事を実施した事例。 

峠•清水谷集水井設置•補修工事（第 2 回） 

現 場 名   峠 ・ 清 水 谷 集 水 井 設 置 ・ 補 修 工 事 

発 注 機 関   近 畿 地 方 整 備 局   大 和 川 工 事 事 務 所 

主 体 業 者   日 特 建 設 株 式 会 社 

工 事 場 所   大 阪 府 柏 原 市 峠 地 区  

工 事 期 間   平 成 1 9 年 1 1 月 2 6 日 ～  

工 事 概 要   集 水 井 （ 井 戸 築 造 ) φ 3 , 500 3 本  「 深 礎 工 法 」 

N o . 1 6 号 集 水 井 L ＝ 2 1 . 0 m （ 既 設 集 水 井 の 補 修 工 ) 

N o . 5 4 号 集 水 井 L ＝ 3 6 . 0     m 

N o . 5 6 号 集 水 井 L ＝ 1 6 . 0 m 総 計 7 3 . 0 m 

螺 旋 階 段 設 置 工 

静 水 槽 側 壁 コ ン ク リ ー ト 工

当作業所は平成 2 0 年 3 月 3 1 日の竣工検査を無事終え 、集水井の掘削工事も無事故で工事を完了でき

ました。当作業所の工事内容としては地すべり防止用の集水井の新設と、老朽化した既設集水井の補修工事でし

た。今回は当社でもあまり施工例の少ない、既設ライナープレートの補修工事の手順をお伝えしたいと思います。 

「施工状況」 

既設集水井の老朽化したライナープレートです 。地表面付近はライナープレートの水抜き孔から草木が茂っ

ておりました。昇降設備も錆が回っているため、集水井底部には入坑できないのでそのまま天端まで土砂で埋め

戻します。 
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埋め戻し完了後、新設の ライナープレートの 吊りコンクリート打設完了状況です。 

地すべりが発生するような軟弱地盤での施工となるので、鋼材等にて落下防護を施します。坑内入坑用の

エレベーターや、掘削用のクレーンを配置し本作業に入ります。 

新設の集水井（ライナープレート)掘削と同時に、既設集水井の撤去作業です。1ステッフ゜（1. 0 m)毎に既

設ライナープレートを撤去し、新たなライナープレート（メッキ加工)を設置します。 
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掘 削 作 業 ： 1 3 m 付 近 掘 削 完 了 ： 2 1 . 0 m 

現場代理人：鶴丸からのコメント 

集水井のライナープレートの設置替えということで、当社としても大変珍しい施工を経験することができまし

た。着手前から既設ライナープレートの撤去方法について色々と検討を重ね工事を進めてきましたが、軟弱地盤上

での作業ということもあ り、坑壁の崩壊・雨天時の工事車両進入不能など施工も困難を極めました。 

工事完了までの4ヶ月間怪我一つ無く、工期内に工事を完了することができたのも、当作業所に従事された

方々の努力の賜物だと思っております。この場をお借りし厚くお礼申し上げます。又、今後も新たなものに対し

前向きにチャレンジしていきたいと思います。 

平 成  2 0 年  4 月 1 2 日 株式会社都建設 深礎工事部 鶴丸知之 
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